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１．遮熱性舗装とは 

 近年、都市部では人口の集中や市街地の拡大にともない熱循環の悪化が生じた結果、年

平均気温が上昇し、ヒートアイランド現象が大きな社会問題となっている。その原因の一

つとして、都市面積の約 20％を占めるアスファルト舗装の高温化が挙げられている。 

 図－１に、通常アスファルト舗装と遮熱性舗装の熱環境メカニズムを示す。表面が黒色

の通常のアスファルト舗装は、日差しの強い夏期の昼間において、日射（太陽光）のほと

んどを吸収し路面温度が 60℃にも達することがある。熱せられた舗装路面からは長波（遠

赤外線）が多量に放射され、同時に舗装上の大気を加熱するので、あたかも足元をヒータ

で加熱されているのと同じような状態となる。夜間は、舗装に蓄熱された熱が大気に放出

されるため熱帯夜の原因となる。さらに路面の高温化は、わだち掘れなど舗装路面の耐久

性を低下させる原因ともなっている。 

 これに対し遮熱性舗装は、日射エネルギーの約半分を占め、物体に最も吸収されやすく

路面を加熱する近赤外線を高反射して、舗装路面の温度上昇を抑制する舗装である。昼間

は路面の高温化を防ぐことで、大気の加熱と舗装への蓄熱を抑制することができ、夜間は

舗装内部の蓄熱量が少ないため、放射熱が軽減され熱帯夜の解消も期待できる。 

 また遮熱性舗装は、水分供給などの管理がなくても温度低減機能が常に発揮できるた

め、水分供給施設を運用する必要もなく、トータルコストを低減できる優れた舗装といえ

る。さらに遮熱性舗装は都市内道路に求められる騒音低減機能や排水機能を損なうことな

く、路面温度の上昇抑制機能を付加することができる。 

 

図－１ 遮熱性舗装による熱環境メカニズム 
 
実用化されている遮熱性舗装には、２液反応型樹脂系、エマルジョン型樹脂系の２種類

がある。 
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２．遮熱性舗装の路面温度上昇抑制効果および定義 
 遮熱性舗装と通常の新規アスファルト舗装の夏期における路面温度の測定結果の一例

を図－２に示す。 
通常の新規アスファルト舗装に対して日中の最高路面温度を 10℃以上、深夜 0 時の路

面温度を 2℃以上低減することが可能な遮熱性舗装も開発されている。 
研究会参加各社では、更なる高性能化に向けて鋭意取り組んでいるところである。 
 

 
図－２ 遮熱性舗装の路面温度測定結果の一例 

 
  本研究会における遮熱性舗装の定義は、室内照射試験（遮熱性舗装技術研究会法）で新

規アスファルト舗装の路面温度が 60℃に達したとき、近赤外線を高反射して舗装路面の熱

吸収を防ぎ、無彩色の遮熱性舗装の場合、明度 50 で 10℃以上の路面温度の上昇抑制が期

待できるものとしている。 
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３．遮熱性舗装の路面温度上昇抑制メカニズム 

遮熱性舗装の路面温度上昇抑制効果は、日射エネルギーの約半分を占める近赤外線を高

反射して熱吸収を防ぐことで得られ、通常のアスファルト舗装とは日射反射特性が全く異

なる。 
図－３に、遮熱性材料（塗料）と同系色の汎用塗料およびポーラスアスファルト舗装に

使用されているポリマー改質アスファルト H 型の日射反射率（アルベド）の測定結果の一

例を示す。 
遮熱性塗料の反射率は、同系色の汎用塗料と比べて近赤外線波長域での反射率が非常に

高い一方、人が光や色を認識する可視光線波長域では、同系色の汎用塗料とほとんど変わ

らない。このことから、遮熱性舗装は汎用塗料と同様の色相を呈しているものの、人が光

として認識しない近赤外線波長域を高反射して日射エネルギーの吸収を抑制している。 
図－３に示したとおり、ポリマー改質アスファルト H 型（高粘度 As）の反射率は非常

に低く、日射エネルギーを吸収しやすい材料であり、そのためポリマー改質アスファルト

H 型（高粘度 As）を用いたポーラスアスファルト舗装路面は高温になりやすいが、その表

面に遮熱性材料を塗布することで路面温度の上昇を抑えることができる。 
可視光の反射を抑えて

普通の舗装色とする

赤外線を高反射して熱吸収を抑える

 
図－３ 遮熱性塗料、汎用塗料、ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ H 型（高粘度 As） 

の日射反射率測定結果の一例   
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４．遮熱性舗装の特徴 

①高温化・蓄熱の低減 

  太陽光の熱の吸収を抑制して路面温度を低減し、舗装体への蓄熱量を低減する。 

②道路環境・熱帯夜の改善 

 路面温度の上昇を抑制して、夏期の道路の熱環境（歩行環境を含む）の改善および熱帯

夜の解消が期待できる。 

③低騒音・排水機能と温度抑制機能を両立 

  ポーラスアスファルト舗装に適用した場合、舗装が本来持つ機能（透水性や低騒音性等）

を活かしつつ、路面温度の上昇抑制機能を付加できる。 

④維持管理が容易 

  舗装表面の遮熱材料が日射の熱吸収を防ぐため、路面温度上昇抑制効果を発揮させるた

めの維持管理が容易である。 

⑤舗装の耐久性向上 

  路面温度が低くなることにより耐流動性などの舗装の耐久性向上が期待できる。 

⑥様々な色の設定が可能 

 遮熱材料を選定することにより、通常のアスファルト舗装に近似した濃灰色や、コンク

リート舗装の灰色、その他視認性や景観などのニーズに応じたカラー化が可能である。 

 

５．遮熱性舗装の適用箇所 

  遮熱性舗装は、温度抑制、快適性、耐久性向上、交通安全、景観などを目的として、以

下に示すさまざまな箇所への適用が考えられる。 

①軽交通道路から重交通道路の車道、交差点、バス停 

②歩車共存道路、商店街、スクールゾーン 

③歩道 

④駐車場 

⑤空港のランウェイなど 

⑥工場の構内道路 

⑦公園等の園路、広場、遊歩道など 

 

なお、遮熱性舗装をヒートアイランド対策として検討する場合には、局所的ではなく、

地域全体としての適用を考慮する必要がある。 
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６．遮熱性舗装の種類       
現在、遮熱性舗装には表－１に示す２種類が実用化されている。 

 
表－１ 遮熱性舗装の種類 

遮熱性舗装 
の種類 ２液硬化型樹脂系 ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ型樹脂系 

遮熱材料の 
ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ 

MMA 系樹脂 
ｳﾚﾀﾝ樹脂 
ｳﾚｱ樹脂など 

ｱｸﾘﾙｴﾏﾙｼﾞｮﾝなど 
 

主な熱反射性 
特殊材料 

遮熱顔料 
微細中空粒子 
 

遮熱顔料 
 
 

適用可能な 
舗装 

排水性舗装など開粒度ﾀｲﾌﾟ舗装 
密粒舗装 
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 

遮熱材料 
塗布量(kg/ｍ2) 
（骨材除く） 

0.8～1.1 0.8～1.2 

主な施工方法 

吹付け 
（2 液混合型 
  ｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝ） 
（ﾘｼﾝｶﾞﾝ等） 

吹付け（ﾘｼﾝｶﾞﾝ等）、

または 
ﾛｰﾗｰ刷毛等 

養生時間 0.5～1 時間 1～2 時間 

舗装断面 
(ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ 
舗装への 
適用例) 

 
 

 
    
 
    
 
 
 
 
 
 
 

遮熱材料  
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７．施工方法 

遮熱性舗装の施工手順（例）をフローにして図－４に、施工内容を表－２，３に示す。

２液硬化型樹脂系 エマルジョン型樹脂系

準 備 工 準 備 工

層目遮熱材料塗布工 層目遮熱材料製造工1 1

( ～ ㎡) ハンドミキサ0.4 0.7kg/

液混合型スプレーガン2

リシンガン等 層目遮熱材料塗布工or 1

( ～ ㎡)0.4 0.6kg/

骨 材 散 布 工 特殊ローラ刷毛

( ～ ㎡) リシンガン等0.4 0.6kg/ * or

層目遮熱材料塗布工 層目遮熱材料製造工2 2

( ～ ㎡) ハンドミキサ0.4 0.6kg/ *

液混合型スプレーガン2

リシンガン等 層目遮熱材料塗布工or 2

( ～ ㎡)0.4 0.6kg/

骨 材 散 布 工 特殊ローラ刷毛**

( ～ ㎡) リシンガン等0.4 0.6kg/ or

養 生 工 養 生 工

( ～ ) ( ～ )0.5 1.0h 1.0 2.0h

清 掃 工 清 掃 工

注）＊：遮熱性舗装のすべり抵抗値は、すべり止め骨材の粒径や散布量、 層目2

遮熱材料の塗布量等により異なる。したがって、規定されたすべり抵抗

値が得られるように、事前にすべり止め骨材散布量や、遮熱材料塗布量

等の検討をする必要がある。

＊＊： 層目の骨材散布を省略することもある。2

図－４ 遮熱性舗装の施工手順
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       表－２ ２液硬化型樹脂を用いた遮熱性舗装の施工方法（例） 

工 種 施 工 内 容 

①準備工 

・路面清掃：路面清掃車または人力により路面清掃を行う。 
・排水機能回復：既設ポーラスアスファルト舗装に適用する場合に、空隙詰りが

発生しているときには機能回復を行うことを検討する。機能回復作業時の水分

が舗装体内に残留していると遮熱材料の付着力低下やクラックの発生が懸念

されるため、機能回復は塗布の数日前に行うことが望ましい。 
・母体が新規舗装の場合は、油分を飛ばすため舗設後の交通開放期間をできる限

り長く取ることが望ましい。また、交差点部等は、必要に応じて研掃・研磨等

の表面処理を行うこともある。 
・マスキング：付帯構造物や路面表示等をマスキングテープ等で養生する。 

②１層目遮熱材

料塗布工 
および骨材散

布工 

・塗布装置（２液混合型スプレーガンやリシンガン等）を用いて遮熱材料を所定

量（0.4～0.7kg/㎡）均一に塗布する。遮熱材料を塗布後、直ち（遮熱材料の

硬化が始まる前）にすべり抵抗性を確保するためのすべり止め用骨材（人工着

色骨材、硅砂等）を散布機または人力で所定量（0.4～0.6kg/㎡）均一に散布

する。 

③２層目遮熱材

料塗布工およ

び骨材散布工 

・１層目の遮熱材料の硬化状態を確認した後、１層目と同様に２層目の遮熱材料

を所定量（0.4～0.6kg/㎡）均一に塗布する。 
・2 層目も骨材を散布する場合は、遮熱材料を塗布後、直ちに所定量（0.4～0.6kg/

㎡）を散布機または人力で均一に散布する。 

④養生工 ・２層目の遮熱材料が完全に硬化するまで十分に養生する。 

⑤清掃工 
・２層目の遮熱材料を塗布した後、再度すべり止め用骨材を散布した場合は、遮

熱材料が硬化した後、人力または路面清掃車で余剰骨材（未付着骨材）を回収

する。 
⑥交通開放 ・２層目の遮熱材料の硬化が完了したら交通開放する。 
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       表－３ エマルジョン型樹脂を用いた遮熱性舗装の施工方法（例） 
工 種 施 工 内 容 

①準備工 

・路面清掃：路面清掃車または人力により路面清掃を行う。 
・排水機能回復：既設ポーラスアスファルト舗装に適用する場合に、空隙詰りが

発生しているときには機能回復を行うことを検討する。機能回復作業時の水分

が舗装体内に残留していると遮熱材料の付着力低下が懸念されるため、機能回

復は塗布の数日前に行うことが望ましい。 
・母体が新規舗装の場合は、油分を飛ばすため舗設後の交通開放期間をできる限

り長く取ることが望ましい。また、交差点部等は、必要に応じて研掃・研磨等

の表面処理を行うこともある。 
・マスキング：付帯構造物や路面表示等をマスキングテープ等で養生する。 
・遮熱材料の種類によってはプライマーを塗布することもある。 

②1 層目遮熱材

料の製造工* 

・遮熱材料を現場で製造する場合は、使用材料の所定量を正確に計量し、混合機

（ハンドミキサ等）で均一になるまで良く混合する。 
・プレミックス型で現場に搬入された遮熱材料の場合は、貯蔵中に材料分離が発

生している可能性があるため混合機（ハンドミキサ等）で均一になるまで混合

する。 

③１層目遮熱材

料塗布工 

・特殊ローラ刷毛またはリシンガン等を用いて遮熱材料を所定量（0.4～0.6kg/
㎡）均一に塗布する。 

 
④2 層目遮熱材

料の製造工* 
・１層目と同様である。 
 

⑤２層目遮熱材

料塗布工 
・１層目の遮熱材料が乾燥した後、特殊ローラ刷毛またはリシンガン等を用いて

所定量（0.4～0.6kg/㎡）均一に散布する。 
⑥養生工 ・２層目の遮熱材料が完全に乾燥するまで十分に養生する。 
⑦交通開放 ・２層目の遮熱材料の乾燥が完了したら交通開放する。 

  注）＊：施工現場の条件により高いすべり抵抗値が要求される場合は、遮熱材料に 
すべり止め骨材の添加を検討する必要もある。 
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８．舗装の特性 

 
（１）浸透水量 

実道で測定した現場透水試験結果（例）は表－４に示すとおりである。浸透水量の低下

はほとんどなく、透水機能は十分確保できている。 
 

表－４ ポーラスアスファルト舗装に適用した場合の現場透水試験結果（例） 

現場名 
浸透水量（ml/15sec） 

遮熱性舗装の種類 
遮熱材料塗布前 遮熱材料塗布後 

Ａ 1,287 1,268 2 液硬化型樹脂系 
Ｂ 1,151 1,043 同 上 
Ｃ 1,419 1,409 同 上 
Ｄ 1,056 1,129 同 上 

 
 
（２）すべり抵抗性 
 実道で測定したすべり抵抗試験の測定結果（例）は表－５に示すとおりである。 
 遮熱性舗装のすべり抵抗性は、母体のポーラスアスファルト舗装と同等である。 
 

表－５ 実道でのすべり抵抗試験測定結果（例） 

現場名 
ＢＰＮ DFT（μ，40km/h） 

遮熱性舗装の種類 ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ

舗装 
遮熱性舗

装 
ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ

舗装 
遮熱性舗

装 
Ａ       0.51 0.58 ２液硬化型樹脂系 
Ｂ 58 68 0.55 0.58 同上 
Ｃ 67 74 0.53 0.50 同上 
Ｄ 63 64 0.61 0.59 同上 

 
 
（３）動的安定度 

 ポーラスアスファルト舗装の動的安定度と試験温度との関係例を図－５に示す。これよ

り、ホイールトラッキング試験を行う際の試験温度を 60℃から 50℃へと 10℃低下させる

と、動的安定度が約２倍に向上することがわかる。 
 遮熱性舗装は路面温度の上昇を抑制することから動的安定度の向上、すなわち、わだち

掘れの抑制が可能であり、舗装の耐久性向上が期待できる。なお、図中の試料１～３は骨

材、バインダとも異なったポーラスアスファルト混合物をベースとしたものである。 
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図－５ 試験温度と動的安定度の関係（ポーラスアスファルト舗装の例） 
 

 
（４）タイヤ/路面騒音 
  実道でタイヤ/路面騒音を測定した結果の例を表－６に示す。 
  この結果から、ポーラスアスファルト舗装に遮熱性舗装を適用した場合、ポーラスア

スファルト舗装のタイヤ/路面騒音低減効果を損なうことはない。 
 

表－６ 実道でのタイヤ/路面騒音測定結果（例） 

現場名 

タイヤ/路面騒音（dB） 
低減量 
（dB）

測定車 ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ

舗装 遮熱性舗装 

（塗布前） （塗布後） 
Ａ 88.6 87.1 1.5 簡易路面騒音測定車 
Ｂ 87.1 85.4 1.7 簡易路面騒音測定車 

Ｃ 88.3 87.9 0.4 特殊タイヤによる路面騒音測

定車（RAC 車） 

Ｄ 88.4 88.1 0.3 特殊タイヤによる路面騒音測

定車（RAC 車） 
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９．品質管理 
 遮熱性舗装の品質管理項目および標準値(案)を表－７に示す。 
 
             表－７ 品質管理項目および標準値(案) 

項  目 標準値(案) 備 考 （試験法等） 

路面温度上昇抑制 
効果*1 

新規作製供試体に対し 
10℃以上*2 

室内照射試験法 
（遮熱性舗装技術研究会） 

明  度 指定明度±5 
（平滑な塗装面で測定） 

色彩色差計（L*a*b*表色系） 
または日本塗料工業会塗料用標

準色見本帳 

浸透水量 1,000ml／15sec.以上 
舗装調査・試験法便覧  
（母体が新設のﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

の場合） 
 
すべり抵抗値 

 
BPN 

車道 60 以上 舗装調査・試験法便覧 
DFT を使用する場合は 
μ＝0.35 以上（40km/h）とする。歩道 40 以上 

  注）＊1：遮熱性舗装の明度が 50 以上（50 より明るい）の場合。 
＊2：付録－１、付録－２に示すように、比較の対象となる舗装の供用状態により温

度差が生じることや、測定日による変動が大きいことから、品質管理は屋外にお

ける温度測定は採用せず、室内照射試験で行うものとした。 
 
 
１０．路面温度上昇抑制効果の確認方法（遮熱性舗装技術研究会法） 

遮熱性舗装の路面温度上昇抑制効果を室内で確認する方法として、本研究会では、ラン

プを用いた室内照射試験方法を提案している。遮熱性舗装と比較用排水性舗装の供試体

（30×30×5cm）に熱電対を設置し、所定の室内試験条件でランプ照射した場合の表面温

度の低減効果を測定するものであり、屋外で測定した場合との相関性を把握しているため、

実際の太陽光下での路面温度上昇抑制効果が室内で容易に推定できるものとなっている。

（付録－３参照） 
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１１．遮熱性舗装の導入による熱環境緩和効果 
（１）日射の大気への影響 

 あらゆる物体は、その温度が絶対零度(－273.15℃)でない限り電磁波を放射しており、こ

のエネルギー輸送形態を放射と呼ぶ。波長が 300nm～3,000nm の範囲にある太陽からの放射

を太陽放射（日射、短波放射）、波長が 3,000nm～100,000nm の範囲にある地球からの放射を

地球放射（赤外放射、長波放射）と呼んでいる（図－６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                        
 

図－６ 太陽放射と地球放射の分類 

 大気は、太陽放射（短波放射、反射日射も含む）に対して透明であり、ほとんど大気を暖

めることなく素通りして路面を暖める。一方、暖められた路面からの放射（長波放射）は、

大気を暖める作用が非常に大きいという性質がある。 

 この長波放射が大気を暖める作用は短波放射の 10～100 倍であり、大気は短波放射ではな

く地表面からの長波放射によって暖められている。このため長波放射（地球放射）を少なく

すること、つまり路面温度の上昇を抑制することが大気温度を下げることに繋がる。 

 

（２）都市の熱環境改善効果の推定 
 東京23区の全道路に遮熱性舗装を導入し

た場合の気温低減効果をシミュレーション

した結果が図－７である。(試算条件：現状

の舗装面のアルベド値 0.1、遮熱性舗装のア

ルベド値 0.6)。この結果より、都心部では

正午に 0.8℃以上、午後２時に 0.6℃以上の

気温低減効果が認められた。 

 

 

                          

図－７ 遮熱性舗装導入による気温の低減 
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（３）遮熱性舗装の反射特性    （新たに追加しました） 

 ある遮熱性舗装の照射角 90°および 30°の場合の反射光の分布を図－８、９に示す。

これらから、反射光の分布として入射してきた方向への反射率が大きいことがわかる。 

 遮熱性舗装の反射特性は、拡散反射（入射光が不規則な方向に拡散する）よりも再帰性

反射（入射角に関わらず入射光が光源に向かって反射する）の傾向が大きいという特徴を

有しているものといえる。 

 この再帰性反射という機能をさらに高めることにより、反射光が周辺建物等に影響を及

ぼすのではないかという懸念は解消されるものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 遮熱性舗装の反射率（照射角 90°） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 遮熱性舗装の反射率（照射角 30°） 
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（４）人体への熱負荷 

 (独)土木研究所は気温が約 35℃で晴天時の正午頃に 20～30 歳代の男女６名を集め、密

粒の路面温度が 56℃、遮熱が 43℃の暑熱環境下で「全身で感じる暑さ(温冷感)」と「足元

から感じる暑さ(足温感)」について被験者実験を実施した。被験者試験は約３分毎にそれ

ぞれの舗装上に立ちアンケート調査方式で実施した。 

 その結果、遮熱性舗装では、「温冷感」、「足温感」とも非常に暑いを選択した被験者

はなく、暑いおよび非常に暑いを選択した被験者が「温冷感」では約１／３、「足温感」

では約１／４に減少している。特に足温感については密粒舗装と遮熱性舗装の差が顕著に

なっているのがわかる（図－10）。 

 このことは、反射日射による熱の影響よりも、路面温度が高くなったことによる地上近

傍の熱の影響によって、人間は暑く感じていることを実証しているといえる。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図－10 全身で感じる暑さ(温冷感)および足元から感じる暑さ(足温感) 
（左：温冷感、右：足温感） 

 

ポーラスアスファルト舗装と遮熱性舗装上に立った(10 分間)ときの着衣温度についての

サーモグラフィの画像を写真一１に示す。ポーラスアスファルト舗装が遮熱性舗装に比べ

て、足元の着衣の表面温度が大きいことが分る。遮熱性舗装による反射日射よりも、路面

温度上昇に伴う輻射熱の影響が大きいと推察される。          

ポーラスアスファルト舗装（b 点：52.7℃）   遮熱性舗装（b 点：49.0℃） 
写真－１ 各舗装上での着衣温度（熱画像による） 
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（５）ＷＢＧＴによる暑熱環境評価 

 WBGT とは Wet-Bulb Globe Temperature(湿球黒球温度)の略称で、人体の熱収支に係わる

環境因子のうち、特に影響の大きい、湿度(湿球温度)、気温(乾球温度)、輻射熱(グローブ

温度)の３つを取り入れた指標として、熱中症など暑熱環境の評価に利用されているもので

ある。 

 図－11 は、被験者実験と同時期の正午過ぎに測定した気温約 30℃の晴天下における結果

であり、舗装上に設置するセンサ高さを 30～100cm として、密粒舗装と遮熱性舗装につい

て１条件あたり約 20 分毎に測定した平均値で示している。その結果、 

 ①遮熱性舗装の WBGT は密粒舗装に比べて 0.2～0.5℃低下 

 ②グローブ温度は 0.1～1.0℃低下 

 ③気温は 0.4～0.7℃低下 

 舗装上の高さにかかわらずいずれも遮熱性舗

装の方が低いか同程度となる傾向を示した。 

 遮熱性舗装の温度上昇抑制効果は、日射エネル

ギーの約半分を占める近赤外線を高反射させて

舗装への熱吸収を抑えることによって得られる

ものであるが、ここでのグローブ温度の測定結果

では、舗装表面から 30cm の高さでも密粒舗装と

同程度の結果が得られており、日射反射による影

響は特にみられない。 

 これらの結果から、人体の熱収支に係わる環境

因子からみた歩行空間の暑熱環境は、遮熱性舗装

の舗装表面温度の上昇を抑制効果によって緩和

できることがうかがえた。 

 

 

 

                            図－11 WBGTによる暑熱環境の評価結果 
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（２）付録－１ 新規舗装と既設舗装の路面温度差 
 
 新規舗装と既設舗装の日中の最高路面温度は、既設舗装の方が若干低く観測されることが多い。

これは、交通供用にともない舗装面の状態が変化するためであり、アスファルト皮膜の除去が進

み、骨材が露出していくことによってアルベドが上昇する傾向となり、路面温度も変化する。 

 図-12 は、同一時刻に測定した新規ポーラスアスファルト舗装と既設ポーラスアスファルト舗

装の供試体表面温度をプロットしたものである。（既設ポーラスアスファルト舗装は１年間屋外

で暴露したもの） 
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図－12 新規と既設ポーラスアスファルト舗装の表面温度の傾向 
（供試体による測定例） 

 
 この測定結果より、例えば新設ポーラスアスファルト舗装で路面温度が約60℃の場合において、

もし既設ポーラスアスファルト舗装で測定していれば約 57℃であったことになる。このことは、

遮熱性舗装の評価が比較対象の舗装によって変化することを示している。 

そこで本研究会では、遮熱性舗装を定性的に評価する方法として室内照射試験方法を提案し、

新設ポーラスアスファルト舗装を評価対象とした路面温度上昇抑制効果の性能標準値(案)を示し

ている。 
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（３）付録－２ 路面温度上昇抑制効果の変動 
 
 表－８は、遮熱性舗装と新規ポーラスアスファルト舗装の路面温度を測定して、相関式による

方法*で路面温度上昇抑制効果を示した結果である。 

 表－８は「晴天で最高気温が 30℃以上を記録した日」に限定しているが、効果は最大 4.5℃の

差が現れている。このことから、屋外で評価する場合には、前日からの路面温度変化や当日の日

射量などの諸条件によって、効果の発現量に変化が生じることの可能性を認識しておく必要があ

る。 

そこで本研究会では、遮熱性舗装を定性的に評価する方法として室内照射試験方法を提案し、

新設ポーラスアスファルト舗装を評価対象とした路面温度上昇抑制効果の性能標準値(案)を示し

ている。 
 

表－８ 各測定日での路面温度上昇抑制効果の違い 
測定日

（例） 6/6 6/18 6/25 7/16 7/31 8/6 8/7 8/14 8/20 8/21 8/27 平均

温度低減

量（℃） 11.1 10.1 8.1 8.2 9.9 7.9 7.9 11.0 12.4 12.4 11.6 10.1

 
＊：全測定時のアスファルト舗装の路面温度と遮熱性舗装と比較アスファルト舗装との路面温度

の相関（１次式）を取り、比較アスファルト舗装の路面温度が 60℃での遮熱性舗装の路面温

度を求める。両舗装の路面温度差を路面温度上昇抑制効果とする。 
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（４）付録－３ 遮熱性舗装室内照射試験方法 

 

１．目的 

 本室内試験より遮熱性舗装の表面温度を求め、現場における温度低減効果を評価する。 

 

２．適用範囲 

 遮熱性舗装の温度低減効果を評価するため主に試験室において実施する。 

 

３．試験器具 

（１）照射試験装置 

  試験装置は図－13 に示す構造とする。 

 ①ランプの種類 

  ビームランプ（白熱ランプ）散光型 BRF110V150W または 120W 東芝ライテック製 

 ②ランプスタンド 

  ランプの高さ（Ｈ）が 100cm 程度まで調整可能なもの。 

 ③データーロガー 

  ４チャンネル以上。 

  ④熱電対 

  使用するデータロガーに対応したもの。耐熱温度 100℃以上。 

  ⑤断熱材 

  供試体を覆う断熱材は発泡スチロール製（厚さ：50mm）とする。 

 

図－13 試験装置（単位：cm） 

 

（２）恒温室 

 供試体および試験装置を収納するのに十分な広さとする。 

 試験中の温度が 40±1℃に保持できるもの。  
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４．試験方法 

（１）手順 

 室内照射試験の手順を図－14 に示す。  

S T AR T

ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄ供試体作製

熱電対設置

遮熱材塗布

断熱材設置

恒温室温度調整

供試体養生

ﾎﾟｰﾗｽｱｽﾌｧﾙﾄの照射試験 ランプの高さ調整

表面温度条件

・ 以内は ℃以下2h 60

・ 以上は ℃以上4h 60

No

温度条件を満足

Yes

遮熱性舗装の照射試験

E N D

 

 図－14 試験手順 
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（２）方法 

 1)供試体の作成 

 ポーラスアスファルト混合物のホイールトラッキング試験用供試体（30×30×5cm）を２個

作製する。 

 

 2)熱電対の設置  

   各供試体の表面温度を測定するための熱電対を設置する。 

  ①設置数 

   供試体中央１点および中央から 5cm 離れた箇所２点。 

  ②設置位置 

   熱電対の設置位置を図－15 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－15 熱電対設置位置（単位：cm） 

  ③熱電対の種類 

 使用するデーターロガーに対応したものを準備する。ただし計測中に熱電対のひずみに

より供試体表面から剥がれることが予想されるため、線の細いものが望ましい。 

  ④熱電対の準備 

      ・線の被覆材を取り、ペンチ等を用いて固く結線する。結線の長さにより温度が異なるた

め 10mm とする。 

      ・結線した部分の中央部分を直角に折り曲げる。 

  ⑤設置方法 

      ・比較供試体：図－１３に示す供試体表面の所定の位置に結線部の折り曲げた部分を供試

体の空隙部に差し込むようにして熱電対を取り付け、接着剤（エポキシ樹脂等）で固定

した後、溶かしたポリマー改質アスファルト H 型を塗布する。 

      ・遮熱性供試体：図－１３に示す供試体表面の所定の位置に比較供試体と同様に熱電対を

接着剤で固定する。 

      ・なお、試験中の熱電対の剥がれを防止するため、接着剤による固定は結線部分だけでな

く被覆部分についても行う。  

熱電対

供 試 体

15cm15cm
5cm5cm

15cm

15cm

5cm
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 3)遮熱材の塗布 

 遮熱性供試体に設置した熱電対の感温部が完全に遮熱材で覆われるように遮熱材を所定量

塗布する。 

 

 4)断熱処理 

 供試体の側面および底面に厚さ 5cm の発泡スチロール板を接着剤で貼り付ける。 

 

 5)恒温室の温度調整 

 恒温室を 40±1℃の所定の温度に調整する。 

 

 6)供試体の養生   

  試験開始の５時間以上前に供試体を所定の温度に調整した恒温室内に静置し、試験前の供試

体温度を 40±1℃に保つ。 

 

 7)ポーラスアスファルト舗装の照射試験 

①供試体の養生 

 (2)、6)と同様。 

②ランプの設置 

   ランプスタンドに照射試験用ランプを取り付ける。 

   ③供試体の設置 

   ランプの中心直下に供試体の中央がくるように設置する。 

  ④ランプ高の調整 

 照射時間２～４時間で供試体表面温度が 60℃以上となるように高さに調整する。 

⑤熱電対の接続、調整 

 熱電対をデーターロガーに接続し、表面温度を 10 分毎に測定できるように調整する。 

  ⑥ランプの点灯  

    ランプを点灯し照射試験を開始する。なお、試験時間は最長で４時間とする。 

  

注）照射開始から２時間以内に３測点の平均温度が 60℃を越えた場合、または 4 時間照射し

ても平均表面温度が 60℃以下の場合は供試体を室温まで冷却後、6)供試体の養生から再試

験を行い、上記条件を満足するランプの高さを決定する。 

 

 8)遮熱性舗装の照射試験 

 ①供試体の養生 

 (2)、6)と同様。 

 ②ランプの設置 

   ランプスタンドに照射試験用ランプを取り付ける。 

 ③供試体の設置 

   ランプの中心直下に供試体の中央がくるように設置する。  
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 ④ランプ高の調整 

   7)で決定した高さに調整する。                    

 ⑤ランプと供試体の方向調整 

   ランプと供試体の方向調整を行い、ランプと熱電対の位置関係を排水性舗装の場合と同様

にする。 

 ⑥熱電対の接続、調整 

   熱電対をデーターロガーに接続し、表面温度を 10 分毎に測定できるように調整する。  

 ⑦ランプの点灯 

   ランプを点灯し照射試験を開始する。 

 ⑧試験時間 

   供試体温度が一定になった場合、または照射時間が４時間経過したら試験を終了する。                

 

５．結果の整理 

 排水性舗装の表面温度の 50、55、60℃に相当する遮熱性舗装の表面温度および温度差を求め、

屋外暴露試験と室内照射試験の相関関係をもとに現場での低減温度を推定する。 

 50℃と 55℃における測定は、比較舗装であるポーラスアスファルト舗装の表面温度が 60℃まで

上昇しないことを想定して補足的に実施するものであり、遮熱性舗装の温度低減効果の判定はポ

ーラスアスファルト舗装（新設舗装）の表面温度 60℃における温度差とする。 

 

６．備考 

 本試験法は、環境舗装をイメージしたため母体アスコンにポーラスアスファルト舗装を使用

しているが、母体アスコンに密粒度や細粒度等の他のアスコンが採用された場合についても本

試験方に準拠するものとする。 
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